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 第Ⅰ章 写真に興味のあるともちゃんとの「気持ちの伝え合い」  
                                                  実験学校時の実践事例  


















































給食   「チュタチュタ、給食、次は給食ね」という音も重ね、口に手を当てる動作。 
着替え  洋服をつまむ動作。  「きがえよ、きがえ。おズボン、ぎゅ」 
乾布摩擦 彼のポーズを利用しあごや首もとをこする動作。「ごし、ごし。かんぷまさつ」 
ラジオ体操  両手を上げ左右に回して下ろす動作。      「ラジオ たーいそう」    排泄     下腹部を叩















   ランニング後、給食カードを取り出しニヤッと笑っている。私が、「次は給食、チ    ュタチュタ」、級友が
「チュタチュタ」すると、声をたてて笑う。 
６月 その９日後、給食カードを取り出して口元に当て、盛んに「キィーキィー」、その   うち、「チュタチュタ」、




７月上旬 登校時、乾布摩擦と着替えのカードを並べ「次は何するの」と尋ねると、乾布  摩擦カードを取る。「そ
う乾布摩擦ね。行っておいで」と言うとロッカーから乾布摩擦  用のタオルを取り出し、走って教室を出て行く。 
   朝の会もすんだ時、再び両方を並べ「今度はともちゃん何するの」と尋ねると、乾布  摩擦のカードを取り口
に当てた。「チーン（違うよの意）」と言うと、ともちゃんは 「こ  れでしょ」とばかりに表情を曇らせ、着替え
のサインをしてきた。乾布摩擦のカードを  取った時、「そう、乾布摩擦は終わったね。上手だったよ」と言えば
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よかったと反省。 
    また、グループ学習で行った「ぞうさん」の動作が気に入ったのか、その後のランニ  ングの時間に走りなが
らやたらと腕を振って私の方を見る。私も「ぞ～うさん、ぞ～う  さん、お鼻が長いのね」と歌いながら腕を振っ
て応え、「ぞうさんは、お・し・ま・い」  と言うと、待ってましたとばかりに手をパン（後に「おしまい」の意
として使う）と叩  き､声を立てて笑う。ぞうさんの動作を「グループ学習」を表すものとして採用する。 
 カードが２枚であればほぼ確実に選択できる。この頃「給食カード」と「乾布摩擦カー  ド」がお気に入りで、
４枚でも正しく取れたので期待して６枚並べたらかき回して怒る。 
 










  ６月に覚えたラジオ体操以外は、９月から９月半ばにカードを前に身振りの指導を 



















   帰りの着替え時、着替えカードと帰りの会のカードを二つ持って私の所に来る。着替  えカードでは「おズボ
ンぎゅっ！」、帰りの会カードでは「さよ～うなら～」が言って  ほしいのだ。代わる代わるカードを選択し、私
に言わせてそのカードを口元に当て「キ  ィーキィー」と喜んでいる。着替えカードを出したときに「さよ～うな
ら～」と言おう  ものなら、「違う、これだよ」とばかり表情を変えて私の指を写真の所に持っていき、 「おズボ
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ンぎゅっ！」を期待した表情で待っている。意にかなうと笑い体を弾ませる。 







帰省時  保護者に冬休み中の家での状況を知らせてもらえるよう依頼しておいた。母親   が食事を作っていると、






















乾布摩擦 ともちゃんが時折りする動作をサインにしたからか給食より早く覚える。９月 半ばに始め、1 か月後
にはできるようになる。 
ラジオ体操 ６月の早い段階から使い始め、７月にはできるようになる。 
排泄  カードより下腹部を叩く身振りサインを優先。１２月にはしっかりと。顔つきが変 わるので表情からも分
かるが、ズボンを少し下げる、お尻に手を回わすサインもする。 
 














































 第４節 実践を綴ることの意味を問い直す 
  「日課を伝える」という行為は、ともちゃんにとって単に次の学習のお知らせをしているだけではない。気持ち
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を整えその学習に向かう意欲を育む時であったり、その学習を思い描き期待し、楽しかったことを味わったりする
































































  岩本校長は、養護学校の教育研究会（現 福井県特別支援学校教育研究会）が福井県において将来相当重要な役割
を果たし続けるであろうと、その発足に尽力した人でもある。 
 
第２節 進む方向は全体研究会で決める (昭和 54～57 年度) 
研究活動での基本姿勢 
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③ 活動を引き出すための手立てを工夫し、子供が目を輝かせる授業を探りたい。 
  ７月には、研究方法や研究計画等も確認し、次のようにテーマが決定した。 




























第３節 指定校としての２年目（昭和 59年度）            
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第４節 指定校３年目 発表の年（昭和 60年度）            
研究内容にまとまりが                 
 試行錯誤を重ねた期間であったが、報告書を作る段階に入ると、これまでのことが整理され、伝えたいことが形
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となって見えてきた。 
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けてくれていたコミュニケーショングループリーダーと語ったものである。     １か月前、研究報告書と指導事
例集「気持ちの伝え合いを目指して」が刷り上がる。 
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